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内
容
理
解

 

次
の
各
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

1
　「
愛シ
レ
狙ヲ

」（
一
二
八
・
2
）
と
あ
る
が
、「
狙 

公
」
が
猿
た
ち
を
か
わ
い
が
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
箇
所
を
本
文
中
か
ら
二
箇
所
抜
き
出
し
な
さ
い
（
訓
点
は
不
要
）。

2
　「
狙 

公
」
が
、「
限ラ

ン二
其ノ 

食ヲ
一
」（
一
二
八
・
4
）
と
し
た
理
由
を
本
文
中
か
ら
抜
き

出
し
な
さ
い
（
訓
点
は
不
要
）。

3
　「
恐ル

ル」（
一
二
八
・
4
）
と
あ
る
が
、
何
を
「
恐
」
れ
た
の
か
。
空
欄
に
あ
て
は
ま

る
語
句
を
補
っ
て
文
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

4
　「
皆 

起チ
テ

 

而 

怒ル

。」（
一
二
八
・
6
）
が
、「
皆 

伏シ
テ

 

而 

喜ブ

。」（
一
二
八
・
7
）
へ
と
変
わ
っ

た
理
由
を
説
明
し
な
さ
い
。

5
　「
朝
三
暮
四
」
寓
話
に
つ
い
て
、⒜
「
狙
公
」
に
主
眼
を
置
い
た
場
合
と
、⒝
「
衆

狙
」
に
主
眼
を
置
い
た
場
合
と
で
は
、そ
の
例
え
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
、

説
明
し
な
さ
い
。

⒜⒝ 　
Ａ

は
、
B

が
C

　

こ
と
を
「
恐
」
れ
た
。

あ
ら
す
じ

 
次
の
空
欄
に
適
語
を
入
れ
て
、
内
容
を
整
理
し
な
さ
い
。

　
宋
の
国
に
①
　
　
　
　
　
と
い
う
人
が
い
た
。食
糧
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
、

飼
っ
て
い
る
②
　
　
　 
の
食
糧
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
、
与
え
る

ど
ん
ぐ
り
の
実
を
、「
朝
に
③
　
　
　
　
　
、
暮
れ
に
④
　
　
　
　
　
に
し

た
い
。」
と
言
う
と
、
猿
は
少
な
い
と
大
い
に
⑤
　
　
　
　
　
。
そ
こ
で
、「
朝

に
⑥
　
　
　
　
　
、
暮
れ
に
⑦
　
　
　
　
　
に
し
た
い
。」
と
言
う
と
、
猿

は
腹
ば
い
に
な
り
た
い
そ
う
⑧
　
　
　
　
　
。

重
要
語
句

 

次
の
語
句
の
読
み
と
意
味
を
答
え
な
さ
い
。
た
だ
し
、
読
み
は
送
り

仮
名
も
含
め
て
現
代
仮
名
遣
い
で
答
え
る
こ
と
。

⑴ 

俄カ
ニ

（
シ
テ

一
二
八
・
3
）�

　

⑵ 

若ニ
（
一
二
八
・
5
）�

　

重
要
句
形

 

次
の
文
を
書
き
下
し
文
に
改
め
な
さ
い
。

⑴ 

将ニ
レ
限ラ

ン
ト

二 

其ノ 

食ヲ
一。（
一
二
八
・
4
）

⑵ 

恐ル
ル二
衆 

狙 

之 

不ル
ヲ一レ
馴レ
二
於 

己ニ
一
也
（
一
二
八
・
4
）

故
事
成
語
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暮
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